
私たちが毎日手にする商品は、環境や人権に配慮さ

れて製造された商品なのか？それを分かりやすく表

示したものが「認証ラベル」です。これらのマーク

は、環境や人権などへの配慮が一定の基準に達した 

ものについています。 

 

 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

近ごろよく耳にする「エシカル消費」という言葉。その意味を知っていますか？ 直訳

すると「倫理的消費」。少し堅苦しい言葉ですが、「消費」という行動は、食べることや使

うこと、買物など、わたしたちの毎日の生活そのものです。「エシカル消費」は、より良

い社会に向けて、人や社会、環境、地域に配慮した消費行動のことをいいます。 

私たち一人ひとりが、このキーワードを意識しながら、自分のできることから行動して

いくことで、世界の未来が変わります。 

今からできるエシカル消費の代表例 
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あなたの消費が世界の未来を変える   

～エシカル消費を実践しよう～   

マイバッグ・マイボトルを使用しよう 

 

    

レジ袋やペットボトルなどの使い捨てプラスチックがポイ捨てされ、川から海に流れ出

て、マイクロプラスチックとなって海の環境を汚し、海の生き物にも悪影響を及ぼして

います。マイバッグやマイボトルを使用してプラスチックの排出を減らしましょう。 

 

食べ残しをしないようにしよう 

食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄される食品のこと。日本の食品ロスは年間約 600 万ｔ

です（平成 30年度(2018年度)推計値）。これは、世界中で飢餓に苦しむ人々に向けた世界の食料

援助量（令和元年(2019年)で年間約 420 万ｔ）の約 1.4 倍に相当します。また、食品ロスを国 

    民一人当たりに換算すると“お茶碗約１杯分(約 130ｇ)の食べ物が毎日捨てられて

いることになるのです。もったいないと思いませんか？ 大切な資源の有効活用や環

境負荷への配慮から、食品ロスを減らすことが必要です。 

  

 地産地消を推進しよう 

地元の産品を買う地産地消によって、地 

域活性化や輸送エネルギーが削減できま 

す。八王子市では、学校給食の食材として 

使用している野菜のうち28.3％が八王子

産（令和 2 年度(2020 年度)）です。毎年

秋になると市内高月町等で収穫された  

新米や令和元年度からはパッションフル

ーツが給食に登場するなど、地産地消を推

進しています。 

環境や人権に配慮した製品を購入しよう 

 

代表的なものの一つが「国際フェア
トレード認証ラベル」です。 

認証ﾗﾍﾞﾙ･ﾏｰｸは ≪東京くらし WEB「エシカル消費に 

関連する認証ﾗﾍﾞﾙ･ﾏｰｸ」≫で紹介しています。  ⇒                   

（消費者庁 HP より一部引用） 



「その契約は大丈夫？」 

不安なときは一人で決めないで、八王子市消費生活センター にご相談ください。 

     悪質商法から高齢者を守るため、高齢者を狙う悪質業者の手口や消費者被害を発見し 

たときの対応、見守りのポイントなどを学ぶ講座を開催します。この講座は、高齢者ボランテ

ィア・ポイント制度の対象となります。 

詳しくは、八王子市消費生活センター ☎042-631-5456 までご連絡ください。 

＜新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、予定を変更する場合があります。＞ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


